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　3月の議会は次年度の予算案を審議する議会で、それぞれの委員会で活発な議論が
なされました。本市の取り組む重点テーマでもある「少子化対策」、「雇用促進対

策」、「中山間地域対策」の経費をはじめ、本市の個性を生かす分野として位置づける「子育て」、「教育」、「まちづくり」を中心
とした取り組みなどに係る経費等が計上されました。

　令和6年度の一般会計当初予算の規模は、3,415億円（対前年度比129億円増加、3.9%増）で過去最大規模となりまし
た。社会保障関連経費の増加等に伴う扶助費の増加、定年延長の影響による退職手当の増加等に伴う人件費の増加、小
中学校の校舎等に係る長寿命化経費が増加したことなどが要因となっております。

　市税収入は、1,342億円（対前年度比1億円減収、0.1%減）で評価替えによる固定資産税の増収や企業収益の堅調
な推移による法人市民税の増収などを見込んでいる一方、定額減税による個人市民税の減収を見込んでいることなど
が要因となっております。

　扶助費は例年増加傾向となっており、社会保障関連経費の増加などにより約1,071億円（対前年度比52億円増）と
なっております。
※扶助費は、生活困窮者や、子育て世帯、障害者などの生活を支援するための費用。

　令和6年相模原市議会定例会3月定例会議が2月13日(火)から3月19日(火)までの36日間をか
けて開催されましたのでご報告致します。

　議案につきましては、相模原市人権尊重のまちづくり条例の制定、相模原市重度
障害者等福祉手当条例の廃止、相模原市医療費助成条例の一部を改正する条例など

の議案や令和6年度相模原市一般会計予算、特別会計予算、公営企業会計予算や低所得世帯・
定額減税補足給付金事業に関する令和5年度一般会計補正予算など、合計62件の議案が上程さ
れ、可決・同意されました。

議案

令和6年度相模原市一般会計予算
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市税収入

扶助費
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市税
1,342億

（39.3％）

3,200万円

譲与税
・交付金
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3,200万円
（9.2％）

66万円

国庫支出金
713億
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9,996万円
（7.0％）

896万円
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（6.0％）

地方交付税
266億

（6.1％）
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3,415億円

857万円

議会費
10億

857万円
（0.3％）

9,664万円

衛生費
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305万円
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211万円
労働費
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4,464万円
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（3.5％）

1,792万円
土木費

276億1,792万円
（8.1％）

5,280万円

消防費
98億

5,280万円
（2.9％）

592万円

その他
2億

592万円
（0.1％）

803万円

公債費
258億
803万円

（7.5％）

620万円

災害復旧費
10億

620万円
（0.3％）

6,436万円

教育費
558億

6,436万円
（16.4％） 歳 出

3,415億円

1,618万円
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309億

1,618万円
（9.0％）
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ギオンスタジアムは最寄り駅からも少し離れているため車での来場者が非常に多く、試合のたびに駐車場
が混雑している状況がある。この状況を改善するため、市も対応する必要があると考えるが、市の考えを
伺う。

公共交通機関の利用、来場の分散化、それらの十分な事前調査等、考えられる対応策について、ホームタ
ウンチームと共に検討したい。

一般廃棄物 最終処分場 第１期整備地は、非常に広大な敷地で50,000㎡以上ある。ギオンスタジアムの駐
車場不足を解消するためにも、跡地の一部に駐車場を整備して、試合観戦に訪れた方も駐車ができるよう
にして頂きたい。

　本定例会議では、一般質問を行い、今回も地域の方や市民の方の声を基に質問をしました。下記の通り抜粋して
内容を報告致します。

一般質問

１．持続可能な公共交通について　　　　　　　　　　　

（１）乗合タクシーの実証実験について　　　　　　　

（２）運転士の確保について　　　　　　　　　　　　

（３）次世代交通システムについて　　　　　　　　　

２．スポーツを通じた本市の魅力発信について　　　　　

（１）ホームタウンチームとの連携・支援について　　

（２）ホームゲーム開催の支援について　　　　　　　

３．本市の豊かな自然を生かした観光振興について　　　

（１）現在の取組状況について　　　　　　　　　　　

（２）市営キャンプ場の利用状況等について　　　　　

（３）安全・安心なキャンプ場の利用について

次世代交通システムについて

自走式ロープウェイ「ジッパー」は、交通渋滞に左右
されず定時性が確保されるとともに、渋滞の緩和に資
する移動手段になると考えられる。また、運転手も必
要としないことから、事業者による人材確保も軽減さ
れると考えられる。将来にわたり持続可能な新たな移
動手段として、本市においてジッパーを活用すること
について、見解を伺う。

今後、実用化に向けた開発の状況や他自治体の動向、
移動手段としての効果などを注視していく。

質問

答弁

本市が「選ばれるまち」となるためには、他自治体の先行事例になる方策を検討し、先ずは開発事業者と
連携協定を締結するといったことからスタートするなど、新たな交通システムの導入に積極的に取り組ま
れるよう要望する。

要望

ホームゲーム開催の支援について

質問

答弁

要望

安全・安心なキャンプ場利用について

質問

答弁

要望

近年、女性のソロキャンパーも非常に増えており、声を掛けたり、「つきまとい」などの事案も発生し、
非常に問題となっている。全国では、女性を守り、安心してキャンプを楽しめるように、女性専用サイト
を設置しているキャンプ場や女性限定デイを設けているキャンプ場もある。市営キャンプ場でそのような
取組をしてみてはどうかと考えるが、見解を伺う。

利用状況を踏まえ、女性専用サイトの設置なども含め必要な安全対策を検討していく。

女性ソロキャンパーも安心してキャンプを楽しめるようなイベントの開催や環境づくりを市営キャンプ場
で実施して頂き、市内外からも多くの方が訪れるようなキャンプ場となることを期待する。


